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	全身をまず幾つかの大きな部位に分けます。一般には、頭・頚・胸・腹・背・骨盤・前肢・後肢に分けられます。骨盤という用語は、寛骨・仙椎・尾椎の一部を総称した用語になります。この骨で囲まれる部分を骨盤腔と言います。このような考えから、それに続く尾は骨盤の一部位として扱われます。
各区分は、皮膚の下にある筋肉や骨格に基いて細分化されてゆくことになります。そのため、後肢の区分が体部の区分と異なっている様な印象を与えるかも知れません。
	
	『頭』は“あたま”の事を指します。頭には頭蓋腔があり、脳を収納しています。
『頚』は“くび”の事を指します。頚部には骨・筋・血管・神経以外にも、重要な臓器－気管・食道など－が収納されています。
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